
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 学び 愛し 翔る 西郷小 ～ 

パソコン・スマホ

等でも、ご覧いた

だけます。 

令和 5年６月２７日（火） 

文責 校長 貞包 典子  

神埼市立西郷小学校 学校だより 令和 5年度 第６号 

今年度も、４年生の児童は尾崎人形について学び、

実際に作る活動を行いました。毎年講師として来て

いただいている髙栁政廣さんと城島正樹さんに尾崎

人形についてお話をしていただいたり、作り方や絵

付けの仕方などを教えていただいたりしました。 

実際に作業を始めると、どの子も生き生きとした

表情で成形したり絵付けをしたりしていました。思

いを込めながら、素晴らしい集中力で作業を進めた

子供たち。完成すると、とても満足そうに作品を眺め

ている姿が印象的でした。 

尾崎人形は、元寇（弘安の役）の際、捕虜になった

蒙古軍の兵士が故郷を偲んで人形を作り、吹き鳴ら

したことが始まりといわれています。時代の流れの

中で何度か途絶えながらも復活・継承されてきてお

り、700年以上の歴史があります。子供たちが、地元

に伝わる伝統を大切にする気持ちを持ち続けてくれ

ることを願っ 

ています。 

尾崎人形作り 
６月２３日（金）に授業参観を行いました。

２校時は１～３年生、３校時は４～６年生の授

業を見ていただきました。たくさんの保護者様

に、子供たちが頑張っている様子を見ていただ

くことができました。お家の方に来ていただ

き、子供たちも嬉しそうに張り切って学習して

いる姿が印象的でした。 

お忙しい中、ご来校くださった保護者の皆

様、ありがとうございました。今後も感染対策

を継続しながら、子供たちの学校での様子を見

ていただく機会を設けていきます。 

児童の作品 
６月の初旬、ある児童が、登校途中で見つけ

たごみを拾って学校まで持ってきたことがあ

りました。誰かに言われたわけではなく、自分

から拾ったその行動が素晴らしいと思い、すぐ

に朝の放送で紹介しました。すると、次の日か

ら、何人もの児童が、登校中にごみを拾って来

てくれるようになりました。中には、家からご

みを入れる袋を持ってくる子もありました。ま

た、班の皆で協力してごみを拾う登校班もあり

ました。友達の善い行いを真似して実行しよう

という素晴らしい心に、 

とても感動しました。 

こうした善い行いが 

さらに広まり、学校内 

のごみも進んで拾って 

くれる子が増えるとい 

いなと思っています。 

◎むし歯予防ポスターコンクール神埼地区審査 

【最優秀】 

    ５年 松本 幸志郎さん 

【特 選】 

１年 手嶋 政景さん 

 

※むし歯予防ポスターの入賞作品は、神埼市及び神埼

郡の各小中学校で巡回展示されます。西郷小学校に

は、９月１４日（木）～９月２０日（水）の期間に展

示予定です。 

善行～登校中のごみ拾い～ 

裏面もご覧ください 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「歩育」という言葉をご存じでしょうか？「歩育」とは、歩いて自然や社会に触れることで、子供

たちの豊かな心や生きる力を育てるというものです。子供が歩くことの効果として、次の点が挙げら

れます。 

① 体力の向上…長い距離を歩くことで体力が向上し、食欲の増加や睡眠の質の向上にもつながり 

ます。 

② 忍耐力・持久力の育成…頑張って歩くことで、自然と忍耐力や持久力が身に付きます。 

③ 感性の育成…自然や社会に触れることで五感が刺激されます。 

④ コミュニケーションの確保…登下校中に出会った地域の方と挨拶をしたりコミュニケーション 

を取ったりすることができます。 

⑤ 心の安定…歩くことで体が温まり脳内物質「セロトニン」が分泌され、爽快感を生み出します。 

 

文科省の調査によると、我が国の子供の体力は、昭和 60 年頃から長期的に低下傾向にあるととも

に、体力が高い子供と低い子供の格差が広がっているとのことです。子供の体力の低下は、将来的に

は、生活習慣病の増加やストレスに対する抵抗力の低下など、健康に不安を抱える人々の増加にもつ

ながる恐れがあると危惧されています。 

学校でも、子供の体力向上とともに自立を促すために、できるだけ歩いて登下校させたいと考えて

います。荷物が多かったり雨がひどかったりすると、車で送ってあげたいという親心もよくわかりま

す。また、不審者や交通事故、自然災害など、様々な危険が身近に潜んでいることも事実です。お子

様の安全確保のために送迎が必要な場合もありますが、日常的には、ぜひ、自分の足で歩いて登下校

させていただきたいと思います。小学生のうちに長い距離を歩くことは、子供の成長にとっても必要

なことです。 

ただ、お子様のけがや体調不良等でやむを得ず送迎が必要な場合は、下図のようなルートを通って

いただきますようお願いします。これは、６月２０日にメール配信した「登下校時における児童の安

全確保のご協力について（お願い）」と同じものです。また、児童の安全確保のため、以下の点につ

いてのご協力をよろしくお願いします。 

 

◎午前７：３０～午前８：３０ 

  午後２：３０～午後４：３０ 

 ◎西側駐車場から校舎北側及び東側への車での進入は、ご遠慮ください。 

◎校舎東側への駐車はご遠慮ください。 

正門から校内への車の乗り入れは禁止です。 


